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妊娠中の者のシートベルト着用について(通達)

妊娠中の者のシートベルトの着用については、本年４月に日本産科婦人科学会等

が編集・発行した「産婦人科診療ガイドライン」において、シートベルトの正しい

着用によって、交通事故の被害から母体と胎児を守ることができる旨の見解が示さ

れたところである(別添１)。

これを受けて、警察庁では、妊娠中の者のシートベルトの正しい着用についての

広報啓発・安全教育の在り方について検討を行ってきたものであるが、このたび、

別添２のとおり、交通の方法に関する教則(昭和 年国家公安委員会告示第３号)53

の一部を改正して妊娠中の者のシートベルト着用の方法についての記述を加えるこ

ととし、公布の日(本年 月 日)から施行することとしたところである。11 12

各所属にあっては、下記の事項に留意しつつ、妊娠中の者のシートベルトの着用

について県民の正しい理解が促進されるよう努められたい。

記

１ 教則改正の趣旨

道路交通法第 条の３第１項では、原則として、自動車の運転者に対してシ71

、「 」ートベルト着用の義務を課しつつ 政令で定めるやむを得ない理由があるとき

は、シートベルトを着用しなくてもよいこととしており(運転者席以外の座席の

同乗者に係る着用の義務については、同条第２項)、道路交通法施行令第 条の26

３の２第１項第１号では、この「やむを得ない理由があるとき」として 「妊娠、

中であることにより座席ベルトを装着することが･･･健康保持上適当でない者が

自動車を運転するとき」を規定している(運転者席以外の座席の同乗者について

は、同条第２項第２号 。したがって、妊娠中である者についてはそのすべてで）

はなく、シートベルトを着用することが健康保持上適当でない者についてのみ、

シートベルトを着用しなくてもよいこととされているものであり、この点につい

て明確化を図り、妊娠中の者のシートベルト着用に関する規定及びシートベルト

着用の方法についての正しい理解を促進するため、教則改正を行うこととしたも

のである。



２ 妊娠中の者のシートベルト着用についての広報啓発・安全教育

妊娠中の者のシートベルト着用について、日本産科婦人科学会等の見解が示さ

れたことを踏まえ、妊娠中の者のシートベルト着用に関する規定及びシートベル

ト着用の方法についての正しい理解を促進するため 「妊娠中の方のシートベル、

ト着用についての広報啓発・安全教育に盛り込むべき内容」(別添３)を参考とし

つつ、広報啓発・安全教育を積極的に推進すること。

また、広報啓発・安全教育を実施するに当たっては、妊娠中の者への周知を効

果的に行うため、母子健康手帳の交付を行う自治体の窓口や産婦人科医院の受付

にパンフレットやポスターを設置するなど、関係機関と連携した効果的な広報活

動を推進すること。

３ 妊娠中の者のシートベルト着用義務違反に対する指導取締り

上記１のとおり、妊娠中の者であっても健康保持上問題がない場合にはシート

、 、ベルトを着用しなければならないが 妊娠の状態に個人差があることにかんがみ

妊娠中の者のシートベルト着用義務違反の取締りについては、指導にとどめるこ

とを基本とし、妊娠中の者のシートベルト着用についての正しい理解の促進に努

めること。

(交通企画課企画係 )5022,5023
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交通の方法に関する教則の一部を改正する国家公安委員会告示案新旧対照条文

○ 交通の方法に関する教則（昭和五十三年国家公安委員会告示第三号） （傍線の部分は改正部分）

改 正 案 現 行

第５章 自動車の運転の方法 第５章 自動車の運転の方法

第１節 安全な発進 第１節 安全な発進

１・２ （略） １・２ （略）

３ シートベルトの着用 ３ シートベルトの着用

(1) シートベルトは、交通事故に遭つた場合の被害を大幅に軽減するとと (1) シートベルトは、交通事故に遭つた場合の被害を大幅に軽減するとと

もに、正しい運転姿勢を保たせることにより疲労を軽減するなど、さま もに、正しい運転姿勢を保たせることにより疲労を軽減するなど、さま

ざまな効果があります。シートベルトを備えている自動車を運転すると ざまな効果があります。シートベルトを備えている自動車を運転すると

きは、運転者自身がこれを着用するとともに、助手席や後部座席の同乗 きは、運転者自身がこれを着用するとともに、助手席や後部座席の同乗

者にもこれを着用させなければなりません（その自動車がエアバッグを 者にもこれを着用させなければなりません（その自動車がエアバッグを

備えている場合も同じです。）。しかし、病気などやむを得ない理由が 備えている場合も同じです。）。しかし、病気などやむを得ない理由が

ある場合は別です。 ある場合は別です。

(2) シートベルトは、正しく着用しましよう。正しい着用の方法は次のと (2) シートベルトは、正しく着用しましよう。正しい着用の方法は次のと

おりです。 おりです。

ア シートの背は倒さずに、シートに深く腰掛けましよう。 ア シートの背は倒さずに、シートに深く腰掛けましよう。

イ 腰ベルトは骨盤を巻くように、しつかり締めましよう。 イ 腰ベルトは骨盤を巻くように、しつかり締めましよう。

ウ 肩ベルト（三点式ベルトの場合）は、首にかからないようにしまし ウ 肩ベルト（三点式ベルトの場合）は、首にかからないようにしまし

よう。また、肩ベルトがたるんでいると事故の際危険ですので注意し よう。また、肩ベルトがたるんでいると事故の際危険ですので注意し

ましよう。 ましよう。

エ バックルの金具は確実に差し込み、シートベルトが外れないように エ バックルの金具は確実に差し込み、シートベルトが外れないように

しましよう。 しましよう。
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オ ベルトがねじれていないかどうか確認しましよう。 オ ベルトがねじれていないかどうか確認しましよう。

(3) 妊娠中のシートベルトの着用

妊娠中であつても、シートベルトを正しく着用することにより、交通

事故に遭つた際の被害から母体と胎児を守ることができます。ただし、

妊娠の状態は個人により異なりますので、シートベルトを着用すること

が健康保持上適当かどうか、医師に確認するようにしましよう。

妊娠中は、事故などの際の胎児への影響を少なくするために、腰ベル

トのみの着用は行わず、腰ベルトと肩ベルトを共に着用するとともに、

大きくなつた腹部をベルトが横切らないようにするなど、正しくシート

ベルトを着用することが必要です。



別添３ 

 

 

（妊娠中の方のシートベルト着用についての広報啓発・安全教育に盛り込むべき内容） 

 

 妊娠中の方も、シートベルトを正しく着用することによって、交通事故に遭

った際の被害から母体と胎児を守ることができます。日本産科婦人科学会等も、

シートベルトの正しい着用が母体と胎児の安全性を高めるとの見解を示してい

ます。ただし、シートベルトを着用することが健康保持上適当でない場合は着

用しなくてもよいこととされていますので、医師に確認するようにしましょう。 

妊娠中の方がシートベルトを着用する場合には、事故などの際の胎児への影

響を少なくするために、妊娠していないときとは異なるシートベルトの着用の

方法が必要です。妊娠中の方の正しいシートベルトの着用の方法は次のとおり

です。  

（１）シートの背は倒さずに、シートに深く腰掛けましょう。 

（２）腰ベルト・肩ベルト共に着用するようにしましょう。三点式ベルトの腰

ベルトだけの着用や二点式ベルトの着用は、事故などの際に上体が屈曲し

て腹部を圧迫するおそれがあり、危険です。 

（３）腰ベルトは、大きくなった腹部（妊娠子宮の膨らみ）を避けて、腰骨の

できるだけ低い位置でしっかり締めましょう。 

（４）肩ベルトは、肩から胸の間を通し、腹部を避けて体の側面に通しましょ

う。その際には、肩ベルトが首にかからないようにしましょう。また、肩

ベルトがたるんでいると事故の際危険ですので注意しましょう。  

（５）腰ベルトや肩ベルトが腹部を横切らないようにしましょう。 

（６）バックルの金具は確実に差し込み、シートベルトが外れないようにしま

しょう。 

（７）ベルトがねじれていないかどうか確認しましょう。 


